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平
成
27
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
水
道

料
金
、
下
水
道
使
用
料
及
び
浄
化
槽
使
用
料

の
統
一
に
係
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

に
お
け
る
採
決
の
結
果
、「
可
決
」し
ま
し
た
。

本
案
件
に
つ
い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
市
民
生

活
委
員
会
に
お
い
て
、
慎
重
審
議
い
た
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
主
な
質
疑
内
容
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
合
併
時
の
懸
案
事
項
で
あ
る
水
道
料

金
に
つ
い
て
は
、
料
金
体
系
等
の
違
い
に
よ

り
、
区
域
ご
と
に
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
水

道
料
金
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
使
用
者
負
担

の
公
平
性
を
図
る
。
改
定
料
金
は
、
平
成
27

年
12
月
請
求
分
か
ら
適
用
す
る
。
平
均
改
定

率
は
、
15
・
５
％
（
供
給
単
価
：
現
行
２
０

６
円
↓
改
定
後
２
３
８
円
）。料
金
体
系
は
、

有
収
水
量
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
る
本
渡

地
域
を
基
に
統
一
す
る
。

■問 

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
及
び
浄
化

槽
使
用
料
の
統
一
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

■答  

料
金
改
定
等
に
至
っ
た
基
本
的
な
考
え

と
し
て
、「
同
一
の
サ
ー
ビ
ス
は
同
一
料
金

が
望
ま
し
い
こ
と
」、「
水
道
事
業
会
計
等
に

お
い
て
は
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、
併
せ
て

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
縮
減
を
図
り
た

い
こ
と
」、
ま
た
、「
普
通
交
付
税
の
一
本
算

定
移
行
に
伴
う
減
額
の
影
響
（
平
成
28
年
度

か
ら
段
階
的
に
減
少
し
、
同
33
年
度
に
は
26

年
度
と
比
べ
て
44
億
円
減
る
）」
が
主
な
理

由
で
あ
る
。

■問 

水
道
事
業
の
経
営
状
況
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
。

■答  

水
道
事
業
会
計
で
は
、
１
，５
０
０
万

円
程
度
の
経
常
損
失
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ

り
、
収
支
の
改
善
が
必
要
。
簡
易
水
道
事
業

に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰

入
金
が
、
約
２
億
８
０
０
万
円
と
、
依
然
と

し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
状
況
。
今

後
、
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の
会
計
の

統
合
を
行
い
、
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
施
設

を
つ
な
ぎ
効
率
的
な
運
営
を
し
、
投
資
額
を

抑
え
て
い
き
た
い
。

※
特
別
会
計
の
収
入
不
足
を
、国
の
基
準
以
外
で
市
の
税
金

等
を
財
源
と
し
て
、一
般
会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
金
額
。

■問 

路
木
ダ
ム
か
ら
取
水
を
開
始
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、ど
の
程
度
料
金
に
影
響
し
た
の
か
。

■答  

試
算
し
た
場
合
、
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
の
給
水
原
価
で
、
１
・
２
５
円
程
度
の

費
用
と
な
る
た
め
、
直
接
的
な
影
響
は
少
な

い
と
考
え
て
い
る
。

■問 

簡
易
水
道
地
区
の
現
行
料
金
格
差
は
ど

れ
く
ら
い
か
、
ま
た
、
激
変
緩
和
措
置
は
で

き
な
い
の
か
。

■答  

一
般
家
庭
で
１
月
20
立
方
メ
ー
ト
ル
使

用
し
た
場
合
、
最
も
高
い
地
区
が
、
４
，６

２
０
円
、
最
も
低
い
地
区
が
３
，３
４
０
円

で
あ
り
、１
月
に
１
，２
８
０
円
、１
年
間
で
、

１
万
５
，０
０
０
円
程
度
の
料
金
格
差
が
生

じ
て
い
る
。
段
階
的
に
料
金
を
上
げ
る
こ
と

は
、
不
公
平
感
の
解
消
に
更
な
る
期
間
を
要

す
る
の
で
、
激
変
緩
和
措
置
は
講
じ
な
い
。

■問 

今
回
の
改
定
に
当
っ
て
、
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
世
帯
へ
の
配
慮
は
行
っ
た
の
か
。

■答  

今
回
の
統
一
に
当
た
っ
て
は
、
従
量
料

金
の
第
１
段
階
、
８
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

を
、
１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
55
円
と
低
く

設
定
し
た
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で

あ
れ
ば
、
こ
の
８
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
で
基

本
的
に
、
飲
料
水
や
衛
生
管
理
な
ど
生
活
に

必
要
な
水
量
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

こ
の
部
分
で
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

に
配
慮
し
て
い
る
。

　
　
　
合
併
時
の
懸
案
事
項
で
あ
る
下
水

道
（
公
共
・
特
環
・
農
集
・
漁
集
の
４
事
業
）

使
用
料
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
間

の
格
差
を
是
正
し
、
使
用
者
負
担
の
公
平
性

を
図
る
。
改
定
使
用
料
は
、
平
成
27
年
12
月

請
求
分
か
ら
適
用
す
る
。
平
均
改
定
率
は
、

12
・
７
％
（
使
用
料
単
価
：
現
行
１
６
６
円

↓
改
定
後
１
８
７
円
）。
使
用
料
体
系
は
、

下
水
道
処
理
人
口
の
約
８
割
を
占
め
る
本

渡
地
域
を
基
に
統
一
す
る
。

■問 

地
域
間
の
格
差
に
つ
い
て
。

■答  

一
般
家
庭
で
１
月
20
立
方
メ
ー
ト
ル
使

用
し
た
場
合
、
最
も
高
い
地
区
が
３
，６
１

０
円
、
最
も
低
い
地
区
が
１
，９
６
０
円
で

あ
り
、
１
月
に
１
，６
５
０
円
、
１
年
間
で

２
万
円
程
度
の
料
金
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

　
　
　
合
併
時
の
懸
案
事
項
で
あ
る
浄
化

槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
の
浄
化
槽
使
用

料（
倉
岳
、天
草
、新
和
の
３
地
域
の
使
用
料
）

を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
間
の
格
差
を

是
正
し
、
使
用
者
負
担
の
公
平
性
を
図
る
。

改
定
使
用
料
は
、
下
水
道
使
用
料
の
請
求
月

に
併
せ
て
、
平
成
27
年
12
月
請
求
分
か
ら
適

用
す
る
。使
用
料
設
定
は
、人
槽
に
よ
る
定
額

制
の
使
用
料（
新
和
）に
統
一
す
る
。そ
の
後

は
、
３
年
間
段
階
的
に
改
定
す
る
経
過
措
置

を
設
け
、
下
水
道
使
用
料
、
個
人
設
置
型
浄

化
槽
維
持
管
理
費
と
の
格
差
を
是
正
す
る
。

■問 

本
市
の
浄
化
槽
整
備
は
、
市
町
村
設
置

型
と
個
人
設
置
型
の
２
つ
制
度
が
あ
る
が
、

統
一
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■答  

合
併
前
の
施
策
を
引
き
継
い
だ
関
係
で
、

倉
岳
・
新
和
・
天
草
町
の
３
町
で
は
、
市
町

村
設
置
型
を
採
用
し
、
そ
の
他
の
地
域
は
補

助
金
を
交
付
す
る
制
度
の
個
人
設
置
型
に

よ
る
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

個
人
設
置
型
が
全
体
の
約
９
割
を
占
め
て

い
る
。
個
人
設
置
型
と
市
町
村
設
置
型
に
は

負
担
に
差
が
あ
る
た
め
、
平
成
29
年
度
以
降

の
新
規
設
置
に
つ
い
て
は
個
人
設
置
型
に

統
一
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

常任委員会報告
そ
の
他
の
条
例
改
正

議
第
１
１
５
号
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
１
１
６
号
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
１
１
９
号
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

説
明

説
明

説
明

及
び

議
第
１
１
７
号
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
１
１
８
号
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

及
び

　
　
　
五
和
西
体
育
館
及
び
五
和
西
運
動
広

場
を
、
市
有
財
産
利
活
用
計
画
に
よ
り
社
会

体
育
施
設
か
ら
普
通
財
産
へ
用
途
変
更
す
る

た
め
、
条
例
改
正
す
る
も
の
。

■問 

五
和
西
体
育
館
及
び
五
和
西
運
動
広
場

の
利
活
用
と
五
和
西
体
育
館
が
第
２
次
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

■答  

藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
実
験
場
と
し

て
、
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
災
害

時
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
避
難
所
と
し
て
開

放
で
き
る
よ
う
、
今
後
検
討
す
る
。

　
　
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
要

件
に
つ
い
て
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

■問 

主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
要
件
と

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

■答  

こ
れ
ま
で
一
度
研
修
を
受
け
る
こ
と
で

資
格
取
得
で
き
た
が
、
質
の
向
上
の
た
め
に

定
期
的
に
更
新
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
状
に
あ

っ
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
能
力
の
向
上

が
図
ら
れ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
総
務
費

【
総
務
管
理
費
・
財
産
管
理
費
】

■問 

高
浜
駐
在
所
の
建
て
替
え
用
地
造
成
事

業
に
つ
い
て
。

■答  

現
在
の
駐
在
所
は
急
傾
斜
地
に
建
て
ら

れ
て
い
る
の
で
、
災
害
時
に
適
さ
な
い
場
所

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
行
政
機
関
等
と

も
連
携
が
取
り
や
す
く
、
地
域
住
民
の
相
談

も
受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、
天
草
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
一
部
を
造
成
し
、
用
地
を

確
保
し
た
。
土
地
に
つ
い
て
は
、
貸
付
料
を

徴
収
す
る
。

【
総
務
管
理
費
・
企
画
費
】　

■問 

藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
実
証
事
業
組
合
の
概

要
に
つ
い
て
。

■答  

同
組
合
は
、
地
元
企
業
12
社
で
設
立
さ

れ
、
平
成
25
年
度
よ
り
市
の
委
託
事
業
を
受

け
、
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
が
可
能
か
ど
う

か
大
学
や
企
業
と
連
携
し
、
藻
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

■問 

天
草
市
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

事
業
委
託
料
に
つ
い
て
。

■答  

具
体
的
な
事
業
化
計
画
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
未
定
で
、
今
後
、
小
山
薫
堂
氏
（
本
市

出
身
）
と
意
見
交
換
を
行
い
、
小
山
氏
の
国

内
外
で
の
人
脈
や
経
験
、
発
想
力
に
よ
り
、

観
光
面
・
経
済
面
の
両
面
に
わ
た
り
、
天
草

の
魅
力
を
高
め
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
併
せ

て
本
市
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

◆
農
林
水
産
業
費

【
農
業
費
・
畜
産
振
興
費
】

■問 

畜
産
競
争
力
強
化
対
策
整
備
事
業
費
補

助
金
・
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
に
つ
い
て
。

■答  

本
事
業
は
、
地
域
の
畜
産
関
係
者
が
連

携
し
た
協
議
会
を
設
立
し
、
収
益
向
上
対
策

（
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）

で
施
設
整
備
等
を
支
援
す

る
事
業
。
今
回
は
、Ｊ
Ａ

あ
ま
く
さ
肉
用
牛
生
産
振

興
協
議
会
が
行
う
肉
用
牛

繁
殖
牛
舎
増
築
に
補
助
す

る
も
の
。

◆
商
工
費

【
商
工
費
・
観
光
費
】

■問
多
言
語
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
整

備
委
託
料
に
つ
い
て
。

■答  

﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
踏

ま
え
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
の
４
か
国
語
の
案
内
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
受
入
態
勢
を
整
備
す
る
。

■問
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
聖
地
・
天
草
推
進

事
業
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
。

■答  

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
国

際
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
協
会

か
ら
ア
ジ
ア
で
唯
一
、「
天

草
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

聖
地
で
あ
る
」
と
認
定
さ

れ
、
今
後
、
さ
ら
に
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

聖
地
・
天
草
」
を
活
用
し
た
、
国
内
外
へ
の

情
報
発
信
や
観
光
客
の
誘
客
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
関
連
商
品

の
開
発
な
ど
の
事
業
展
開
を
図
る
た
め
の

費
用
。

◆
民
生
費

【
児
童
福
祉
費
・
児
童
育
成
費
】

■問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て
。

■答  

本
渡
地
区
を
含
む
中
央
部
に
お
い
て

は
、
利
用
希
望
も
含
め
て
、
１
０
０
名
程
度

が
不
足
す
る
状
況
で
あ

る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
本
市
子
ど

も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
基
づ
き
推
進
し
て

い
く
。

◆
教
育
費

【
教
育
総
務
費
・
教
育
振
興
費
】

■問
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事
業
の
外
国
人

留
学
生
に
つ
い
て
。

■答  

留
学
生
の
選
任
は
、
京
都
大
学
大
学
院

が
行
い
、
６
名
を
予

定
し
て
い
る
。
外
国

語
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
英
会
話

に
触
れ
る
い
い
機
会

と
捉
え
、
英
語
を
お

願
い
す
る
。

議
第
１
１
１
号
体
育
館
条
例
及
び
運
動
広
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
１
１
２
号
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

説
明

説
明

〜
水
道
料
金
等
の
統
一
に
つ
い
て
〜

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

特
集
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